






別添 

計画期間の温室効果ガスの排出の量の状況についての説明（第1年度） 

 自営の火力発電所(神奈川県川崎市)は総出力80.9万kWです。発電所ではさらなる

CO2排出量の削減をめざし、2021年6月に灯油を使用していた複合サイクル発電設備
※1から天然ガスを使用した複合サイクル発電設備に変更し、4つの発電設備すべてが

ガス燃料を使用した複合サイクル発電設備になりました。 

 

2022年度は、基準年度に比べ新型コロナウィルス感染症が落ち着き初め、社会活

動が回復傾向にあることから、電力需要も増加し、発電量が増加したためCO2排出量

も増加しました。2021年6月に運転開始した高効率の1号発電機を優先的に運転しま

したが、1号発電機が法定点検により長期で運転を停止したため、他の発電設備を稼

働させたことも合わせ、結果的に発電量当たりのCO2排出原単位が増加しました。な

お、第1年度（2022年度）のCO2総排出量は125万t※2（2021年度124万t）となりまし

た。 

また、2022年に発電設備起動用ボイラである「所内ボイラ」を使用開始しました。

常時使用ではなく、発電設備の長期停止後の起動など限られた場合のみ使用する予

定です。 

 

 

※1複合サイクル発電設備 燃焼ガスでタービンを回転させる｢ガスタービン設備｣と排熱でつくっ

た蒸気でタービンを回転させる｢蒸気タービン設備｣を組み合わせた発電設備。 

※2算出方法について 自営火力発電所のCO2排出量については､2006年度から､地球温暖化対

策の推進に関する法律(温対法)に定める方法に基づいています。 










